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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局であって、
　Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＭＡＣ）機能と、
　Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｏｌ（ＲＬＣ）機能と、
　Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＰＤＣＰ）機
能と、を制御する制御部と、
　送信部と、を備え、
　前記制御部は、
　　他の基地局からの要求を受け取り、
　　前記要求に対する応答を前記他の基地局へ送信し、
　　前記応答を前記他の基地局へ送信した後、前記他の基地局から、前記他の基地局の前
記ＰＤＣＰ機能において処理された第１の情報を受け取り、
　　前記第１の情報を前記ＲＬＣ機能及び前記ＭＡＣ機能において処理し、
　前記ＲＬＣ機能及び前記ＭＡＣ機能において前記第１の情報が処理された後、前記送信
部は、前記第１の情報をユーザ端末へ送信し、
　前記制御部は、前記第１の情報を前記他の基地局から受け取る処理を開始した後、前記
他の基地局からの通知に応じて、前記ユーザ端末が接続するセルを変更するための制御を
開始する基地局。
【請求項２】



(2) JP 6200050 B2 2017.9.20

10

20

30

40

50

　移動通信システムであって、
　第１の基地局が、第２の基地局からの要求を受け取り、
　前記第１の基地局が、前記要求に対する応答を前記第２の基地局へ送信し、
　前記第１の基地局が、前記応答を前記第２の基地局へ送信した後、前記第２の基地局か
ら、前記第２の基地局のＰａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏ
ｃｏｌ（ＰＤＣＰ）において処理された第１の情報を受け取り、
　前記第１の基地局が、前記第１の情報をＲａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｏｌ（ＲＬＣ
）機能及びＭｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＭＡＣ）機能において処理し
、
　前記第１の基地局が、前記ＲＬＣ機能及び前記ＭＡＣ機能において前記第１の情報が処
理された後、前記第１の情報をユーザ端末へ送信し、
　前記第１の基地局が、前記第１の情報を前記他の基地局から受け取る処理を開始した後
、前記他の基地局からの通知に応じて、前記ユーザ端末が接続するセルを変更するための
制御を開始する移動通信システム。
【請求項３】
　第２の情報を前記ユーザ端末から受信する受信部をさらに備え、
　前記制御部は、
　　前記第２の情報を前記ＲＬＣ機能及び前記ＭＡＣ機能において処理し、
　　前記第２の情報が処理された後、前記第２の情報を前記他の基地局の前記ＰＤＣＰ機
能において処理するために、前記他の基地局へ前記第２の情報を送信する請求項１に記載
の基地局。
【請求項４】
　基地局を制御するためのプロセッサであって、
　Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＭＡＣ）機能と、Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎ
ｋ　Ｃｏｎｔｏｌ（ＲＬＣ）機能と、Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ
　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＰＤＣＰ）機能と、を制御する処理と、
　他の基地局からの要求を受け取る処理と、
　前記要求に対する応答を前記他の基地局へ送信する処理と、
　前記応答を前記他の基地局へ送信した後、前記他の基地局から、前記他の基地局の前記
ＰＤＣＰ機能において処理された第１の情報を受け取る処理と、
　前記第１の情報を前記ＲＬＣ機能及び前記ＭＡＣ機能において処理する処理と、
　前記ＲＬＣ機能及び前記ＭＡＣ機能において前記第１の情報が処理された後、前記第１
の情報をユーザ端末へ送信する処理と、
　前記第１の情報を前記他の基地局から受け取る処理を開始した後、前記他の基地局から
の通知に応じて、前記ユーザ端末が接続するセルを変更するための制御を開始する処理と
、を実行するプロセッサ。
【請求項５】
　基地局であって、
　Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＭＡＣ）機能と、
　Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｏｌ（ＲＬＣ）機能と、
　Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＰＤＣＰ）機
能と、を制御する制御部を備え、
　前記制御部は、
　　前記他の基地局へ要求を送信し、
　　前記要求に対する応答を前記他の基地局から受け取り、
　　前記応答を前記他の基地局から受け取った後、前記他の基地局の代わりに、前記ＰＤ
ＣＰ機能において第１の情報を処理し、
　　前記ＰＤＣＰ機能において前記第１の情報が処理された後、前記第１の情報を前記他
の基地局へ送信し、
　前記第１の情報は、前記他の基地局を介してユーザ端末へ送信される情報であり、
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　前記制御部は、前記第１の情報を前記他の基地局へ送信する処理を開始した後、前記ユ
ーザ端末が接続するセルを変更するための制御を前記他の基地局が開始するための通知を
前記他の基地局へ送信する基地局。
【請求項６】
　前記制御部は、前記ユーザ端末からの第２の情報を前記他の基地局から受け取り、
　前記第２の情報は、前記他の基地局の前記ＲＬＣ機能及び前記ＭＡＣ機能において処理
され、
　前記制御部は、前記基地局の前記ＲＬＣ機能及び前記ＭＡＣ機能において処理をせずに
、前記第２の情報を前記ＰＤＣＰ機能において処理する請求項５に記載の基地局。
【請求項７】
　基地局を制御するためのプロセッサであって、
　Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＭＡＣ）機能と、Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎ
ｋ　Ｃｏｎｔｏｌ（ＲＬＣ）機能と、Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ
　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＰＤＣＰ）機能と、を制御する処理と、
　前記他の基地局へ要求を送信する処理と、
　前記要求に対する応答を前記他の基地局から受け取る処理と、
　前記応答を前記他の基地局から受け取った後、前記他の基地局の代わりに、前記ＰＤＣ
Ｐ機能において第１の情報を処理する処理と、
　前記ＰＤＣＰ機能において前記第１の情報が処理された後、前記第１の情報を前記他の
基地局へ送信する処理と、を実行し、
　前記第１の情報は、前記他の基地局を介してユーザ端末へ送信される情報であり、
　前記第１の情報を前記他の基地局へ送信する処理を開始した後、前記ユーザ端末が接続
するセルを変更するための制御を前記他の基地局が開始するための通知を前記他の基地局
へ送信するプロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信システムにおいて用いられる基地局及びプロセッサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信システムの標準化プロジェクトである３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏ
ｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）では、基地局の消費電力を削減するエナ
ジーセービング技術が導入されている（例えば、非特許文献１参照）。例えば、通信トラ
フィックの少ない夜間などにおいて、基地局が管理するセルの運用を停止することにより
、基地局の消費電力を削減できる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】３ＧＰＰ技術仕様書　「ＴＳ　３６．３００　Ｖ１１．６．０」　　　
２０１３年７月
【発明の概要】
【０００４】
　しかしながら、基地局が管理するセルの運用を停止することにより、基地局の消費電力
を削減できるものの、当該セルと接続を確立するユーザ端末の通信品質が低下する虞があ
る。従って、ネットワーク全体の通信品質の低下を抑制しつつ基地局の省電力化を実現す
ることが求められている。
【０００５】
　そこで、本発明は、ネットワーク全体の通信品質の低下を抑制しつつ基地局の省電力化
を実現可能にすることを目的とする。
【０００６】
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　一の実施形態に係る基地局は、Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＭＡＣ
）機能と、Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｏｌ（ＲＬＣ）機能と、Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａ
ｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＰＤＣＰ）機能と、を制御する制御
部と、送信部と、を備える。前記制御部は、他の基地局から、前記他の基地局の前記ＰＤ
ＣＰ機能において処理された第１の情報を受け取り、前記第１の情報を前記ＲＬＣ機能及
び前記ＭＡＣ機能において処理する。前記ＲＬＣ機能及び前記ＭＡＣ機能において前記第
１の情報が処理された後、前記送信部は、前記第１の情報を前記ユーザ端末へ送信する。
【０００７】
　一の実施形態に係るプロセッサは、基地局を制御するためのプロセッサである。前記プ
ロセッサは、Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＭＡＣ）機能と、Ｒａｄｉ
ｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｏｌ（ＲＬＣ）機能と、Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒ
ｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＰＤＣＰ）機能と、を制御する処理と、他の基地局から
、前記他の基地局の前記ＰＤＣＰ機能において処理された第１の情報を受け取る処理と、
前記第１の情報を前記ＲＬＣ機能及び前記ＭＡＣ機能において処理する処理と、前記ＲＬ
Ｃ機能及び前記ＭＡＣ機能において前記第１の情報が処理された後、前記第１の情報を前
記ユーザ端末へ送信する処理と、を実行する。
【０００８】
　一の実施形態に係る基地局は、Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＭＡＣ
）機能と、Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｏｌ（ＲＬＣ）機能と、Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａ
ｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＰＤＣＰ）機能と、を制御する制御
部を備える。前記制御部は、他の基地局の代わりに、前記ＰＤＣＰ機能において第１の情
報を処理し、前記ＰＤＣＰ機能において前記第１の情報が処理された後、前記第１の情報
を前記他の基地局へ送信する。前記第１の情報は、前記他の基地局を介してユーザ端末へ
送信される情報である。
【０００９】
　一の実施形態に係るプロセッサは、基地局を制御するためのプロセッサである。前記プ
ロセッサは、Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＭＡＣ）機能と、Ｒａｄｉ
ｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｏｌ（ＲＬＣ）機能と、Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒ
ｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＰＤＣＰ）機能と、を制御する処理と、他の基地局の代
わりに、前記ＰＤＣＰ機能において第１の情報を処理する処理と、前記ＰＤＣＰ機能にお
いて前記第１の情報が処理された後、前記第１の情報を前記他の基地局へ送信する処理と
、を実行する。前記第１の情報は、前記他の基地局を介してユーザ端末へ送信される情報
である。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、ＬＴＥシステムの構成図である。
【図２】図２は、ｅＮＢのブロック図である。
【図３】図３は、ＬＴＥシステムにおける無線インターフェイスのプロトコルスタック図
である。
【図４】図４は、ＬＴＥシステムで使用される無線フレームの構成図である。
【図５】図５は、本実施形態に係る移動通信システムの通常の運用における動作概要を説
明するための説明図である。
【図６】図６は、本実施形態に係る移動通信システムの効率的な運用における動作概要を
説明するための説明図である。
【図７】図７は、移動通信システムの通常の運用におけるｅＮＢ２００Ａ及びｅＮＢ２０
０Ｂの動作の一例を説明するための説明図である。
【図８】図８は、移動通信システムの効率的な運用におけるｅＮＢ２００Ａ及びｅＮＢ２
００Ｂの動作の一例（動作パターン１）を説明するための説明図である。
【図９】図９は、移動通信システムの効率的な運用におけるｅＮＢ２００Ａ及びｅＮＢ２
００Ｂの動作の一例（動作パターン２）を説明するための説明図である。
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【図１０】図１０は、移動通信システムの効率的な運用に切り替える場合の動作シーケン
ス１を説明するための説明図である。
【図１１】図１１は、移動通信システムの効率的な運用に切り替える場合の動作シーケン
ス２を説明するための説明図である。
【図１２】図１２は、移動通信システムの効率的な運用に切り替える場合の動作シーケン
スの変更例を説明するための説明図である。
【図１３】図１３は、移動通信システムの通常の運用と移動通信システムの効率的な運用
の切り替えの一例を説明するための説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　［実施形態の概要］
　本実施形態に係る基地局（ｅＮＢ２００Ａ）は、移動通信システムにおいて用いられる
基地局である。当該基地局は、他の基地局がユーザ端末との通信に関する一部の機能を停
止する効率的動作を行う場合において、前記他の基地局の無線部及びアンテナ部を利用し
ながら、前記一部の機能を前記他の基地局に代わって前記基地局で行うように制御する制
御部を備える。
【００１２】
　本実施形態において、前記他の基地局は、ベースバンド信号の処理を行うベースバンド
部と、前記他の基地局における制御を行う制御部と、をさらに備える。前記一部の機能は
、前記ベースバンド部の機能及び前記他の基地局の前記制御部の機能である。
【００１３】
　本実施形態において、前記他の基地局は、前記他の基地局における制御を行う制御部を
さらに備える。前記一部の機能は、前記他の基地局の前記制御部の機能であって、前記他
の基地局と接続する前記ユーザ端末との通信を制御するＲＲＣ機能である。
【００１４】
　本実施形態において、前記他の基地局は、第１の無線リソース及び第２の無線リソース
を管理している。前記他の基地局は、前記第１の無線リソースを使用して通信を行う前記
ユーザ端末が前記第２の無線リソースを使用して通信を行うための第１の切り替えを行う
。前記他の基地局は、前記第１の切り替えを行った後に前記第１の無線リソースの管理を
停止する。前記制御部は、前記他の基地局の前記無線部及び前記アンテナ部を利用しなが
ら、前記第１の無線リソースの管理を前記他の基地局に代わって、前記基地局で行うよう
に制御する。
【００１５】
　本実施形態において、前記制御部は、前記第２の無線リソースを使用して通信を行う前
記ユーザ端末が、前記他の基地局に代わって前記基地局が管理する前記第１の無線リソー
スを使用して通信を行うための第２の切り替えを制御する。前記他の基地局は、前記第２
の切り替えを行った後に前記第２の無線リソースの管理を停止する。
【００１６】
　本実施形態において、前記第１の無線リソースは、第１のセルの運用に用いられる。前
記第２の無線リソースは、第２のセルの運用に用いられる。前記第１の切り替えは、前記
第１のセルから前記第２のセルへのハンドオーバ手続である。
【００１７】
　本実施形態において、前記第１の無線リソース及び前記第２の無線リソースは、互いに
重複しないように、時間方向及び／又は周波数方向に分割された、前記基地局及び前記他
の基地局が利用可能な所定の周波数帯域における無線リソースである。
【００１８】
　本実施形態に係る基地局（ｅＮＢ２００Ｂ）は、移動通信システムにおいて用いられ、
無線部とアンテナ部とを備える基地局である。当該基地局は、前記基地局がユーザ端末と
の通信に関する一部の機能を停止する効率的動作を制御する制御部をさらに備える。前記
制御部は、前記基地局の周辺に位置する他の基地局が、前記無線部及び前記アンテナ部を
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利用しながら、前記一部の機能を前記基地局に代わって行う場合に、前記効率的動作を制
御する。
【００１９】
　本実施形態に係る基地局は、ベースバンド信号の処理を行うベースバンド部をさらに備
える。前記一部の機能は、前記ベースバンド部の機能及び前記制御部の機能である。
【００２０】
　本実施形態において、前記制御部は、再送処理を行うＲＬＣ機能及び無線リソースのス
ケジューリングと再送処理とを行うＭＡＣ機能を行う。
【００２１】
　本実施形態において、前記制御部は、第１の無線リソース及び第２の無線リソースを管
理している。前記制御部は、前記第１の無線リソースを使用して通信を行う前記ユーザ端
末が前記第２の無線リソースを使用して通信を行うための第１の切り替えを制御する。前
記制御部は、前記第１の切り替えを行った後に前記第１の無線リソースの管理を停止する
。
【００２２】
　本実施形態において、前記他の基地局は、前記第１の切り替えを行った後に、前記基地
局の前記無線部及び前記アンテナ部を利用しながら、前記第１の無線リソースの管理を前
記基地局に代わって、前記他の基地局で行うように制御する。前記制御部は、前記第２の
無線リソースを使用して通信を行う前記ユーザ端末が、前記基地局に代わって前記他の基
地局が管理する前記第１の無線リソースを使用して通信を行うための第２の切り替えを制
御する。前記制御部は、前記第２の切り替えを行った後に前記第２の無線リソースの管理
を停止する。
【００２３】
　本実施形態において、前記第１の無線リソースは、第１のセルの運用に用いられる。前
記第２の無線リソースは、第２のセルの運用に用いられる。前記第１の切り替えは、前記
第１のセルから前記第２のセルへのハンドオーバ手続である。
【００２４】
　本実施形態において、前記第１の無線リソース及び前記第２の無線リソースは、互いに
重複しないように、時間方向及び／又は周波数方向に分割された、前記基地局及び前記他
の基地局が利用可能な所定の周波数帯域における無線リソースである。
【００２５】
　［実施形態］
　（ＬＴＥシステム）
　図１は、本実施形態に係るＬＴＥシステムの構成図である。
【００２６】
　図１に示すように、ＬＴＥシステムは、複数のＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）
１００と、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉ
ａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）１０と、ＥＰＣ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　
Ｐａｃｋｅｔ　Ｃｏｒｅ）２０と、を含む。Ｅ－ＵＴＲＡＮ１０及びＥＰＣ２０は、ネッ
トワークを構成する。
【００２７】
　ＵＥ１００は、移動型の無線通信装置であり、接続を確立したセル（サービングセル）
との無線通信を行う。ＵＥ１００はユーザ端末に相当する。
【００２８】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮ１０は、複数のｅＮＢ２００（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ）を含む
。ｅＮＢ２００は基地局に相当する。ｅＮＢ２００は、セルを管理しており、セルとの接
続を確立したＵＥ１００との無線通信を行う。
【００２９】
　なお、「セル」は、無線通信エリアの最小単位を示す用語として使用される他に、ＵＥ
１００との無線通信を行う機能を示す用語としても使用される。
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【００３０】
　ｅＮＢ２００は、例えば、無線リソース管理（ＲＲＭ）機能と、ユーザデータのルーテ
ィング機能と、モビリティ制御及びスケジューリングのための測定制御機能と、を有する
。
【００３１】
　ＥＰＣ２０は、ＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）／
Ｓ－ＧＷ（Ｓｅｒｖｉｎｇ－Ｇａｔｅｗａｙ）３００と、ＯＡＭ４００（Ｏｐｅｒａｔｉ
ｏｎ　ａｎｄ　Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ）と）を含む。また、ＥＰＣ２０は、コアネット
ワークに相当する。
【００３２】
　ＭＭＥは、ＵＥ１００に対する各種モビリティ制御等を行うネットワークノードであり
、制御局に相当する。Ｓ－ＧＷは、ユーザデータの転送制御を行うネットワークノードで
あり、交換局に相当する。
【００３３】
　ｅＮＢ２００は、Ｘ２インターフェイスを介して相互に接続される。また、ｅＮＢ２０
０は、Ｓ１インターフェイスを介してＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ３００と接続される。
【００３４】
　ＯＡＭ４００は、オペレータによって管理されるサーバ装置であり、Ｅ－ＵＴＲＡＮ１
０の保守及び監視を行う。
【００３５】
　次に、ｅＮＢ２００の構成を説明する。
【００３６】
　図２は、ｅＮＢ２００のブロック図である。図２に示すように、ｅＮＢ２００は、アン
テナ部２０１と、無線部２１０と、ベースバンド部２２０と、バックホールＩ／Ｆ２３０
と、制御部２４０と、を有する。制御部２４０は、メモリ及びプロセッサによって構成さ
れる。
【００３７】
　アンテナ部２０１及び無線部２１０は、無線信号の送受信に用いられる。アンテナ部２
０１は、単一のアンテナによって構成されてもよいし、複数のアンテナによって構成され
てもよい。
【００３８】
　無線部２１０は、アンテナ部２０１を通じて、無線信号を送受信する。具体的には、無
線部２１０は、アンテナ部２０１から受信された無線信号をベースバンド信号に変換し、
ベースバンド部２２０に出力する。また、無線部２１０は、ベースバンド部２２０が出力
するベースバンド信号を無線信号に変換して、アンテナ部２０１から送信する。また、無
線部２１０は、送受信する信号を増幅する。
【００３９】
　無線部２１０は、ベースバンド部２２０からの信号だけでなく、バックホールＩ／Ｆ２
３０を介して入力される隣接ｅＮＢ２００からの信号に対して上述の処理を行うことがで
きる。
【００４０】
　ベースバンド部２２０は、ベースバンド信号の処理を行う。具体的には、ベースバンド
部２２０は、ベースバンド信号の変調・復調及び符号化・復号などのベースバンド信号の
処理を行う。また、ベースバンド部２２０は、ベースバンド信号を無線部２１０に出力す
るだけでなく、隣接ｅＮＢ２００に送るために、バックホールＩ／Ｆ２３０に出力できる
。また、ベースバンド部２２０は、バックホールＩ／Ｆ２３０を介して入力される隣接ｅ
ＮＢ２００からのベースバンド信号に対して上述の処理を行い、制御部２４０又は無線部
２１０に出力できる。
【００４１】
　ベースバンド部２２０は、ベースバンドプロセッサによって構成される。なお、ベース
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バンドプロセッサは、制御部を構成するプロセッサと一体化されていてもよい。
【００４２】
　バックホールＩ／Ｆ２３０は、Ｘ２インターフェイスを介して隣接ｅＮＢ２００と接続
され、Ｓ１インターフェイスを介してＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ３００と接続される。バックホー
ルＩ／Ｆ２３０は、Ｘ２インターフェイス上で行う通信及びＳ１インターフェイス上で行
う通信に用いられる。また、バックホールＩ／Ｆ２３０は、Ｘ２インターフェイスと異な
るＸｎインターフェイス及び／又はＸｙインターフェイスを介して隣接ｅＮＢ２００と接
続されてもよい。
【００４３】
　バックホールＩ／Ｆ２３０は、Ｘ２インターフェイス及びＸｎインターフェイス（又は
Ｘｙインターフェイス）のいずれかを利用して、無線部２１０、ベースバンド部２２０及
び制御部２４０のそれぞれから出力された信号を隣接ｅＮＢ２００に送信できる。同様に
、バックホールＩ／Ｆ２３０は、隣接ｅＮＢ２００からの信号を無線部２１０、ベースバ
ンド部２２０及び制御部２４０のいずれかに出力できる。
【００４４】
　なお、Ｘ２インターフェイスは、ｅＮＢ２００と隣接ｅＮＢ２００とを物理的に接続す
る光ファイバ（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｆｉｂｅｒ）によって構成されてもよい。また、Ｘ２イ
ンターフェイスは、光ファイバ無線（ＲＯＦ）のモデムを用いることによって、Ｘｎイン
ターフェイス及び／又はＸｙインターフェイスと物理的に同一の信号線によって構成され
てもよい。この場合、移動通信システムの状況に応じて、Ｘ２インターフェイスとＸｘイ
ンターフェイス又はＸｙインターフェイスとが切り替えられる。具体的には、移動通信シ
ステムの通常の運用においてＸ２インターフェイスが用いられ、後述する移動通信システ
ムの効率的な運用においてＸｘインターフェイス又はＸｙインターフェイスが用いられる
。なお、Ｘ２インターフェイスとＸｘインターフェイス（又はＸｙインターフェイス）と
が、切り替えられるのではなく、Ｘ２インターフェイスとＸｘインターフェイス（又はＸ
ｙインターフェイス）とが共存してもよい。従って、ｅＮＢ２００は、Ｘ２インターフェ
イスとＸｘインターフェイス（又はＸｙインターフェイス）とを同時に利用して、隣接ｅ
ＮＢ２００と信号の送受信を行うことも可能である。
【００４５】
　制御部２４０は、後述する各種の制御を行う。また、本実施形態に係る制御部は、隣接
ｅＮＢ２００の一部の機能を隣接ｅＮＢ２００に代わって制御する。
【００４６】
　また、制御部は、メモリ及びプロセッサによって構成される。メモリは、プロセッサに
よって実行されるプログラムと、プロセッサによる処理に使用される情報と、を記憶する
。プロセッサは後述する各種の処理及び各種の通信プロトコルを実行する。
【００４７】
　図３は、ＬＴＥシステムにおける無線インターフェイスのプロトコルスタック図である
。
【００４８】
　図３に示すように、無線インターフェイスプロトコルは、ＯＳＩ参照モデルのレイヤ１
乃至レイヤ３に区分されており、レイヤ１は物理（ＰＨＹ）レイヤである。レイヤ２は、
ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤと、ＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ
　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤと、ＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖ
ｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）レイヤと、を含む。レイヤ３は、ＲＲＣ（Ｒａｄｉ
ｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤを含む。
【００４９】
　物理レイヤは、符号化・復号、変調・復調、アンテナマッピング・デマッピング、及び
リソースマッピング・デマッピングを行う。物理レイヤは、物理チャネルを用いて上位レ
イヤに伝送サービスを提供する。ＵＥ１００の物理レイヤとｅＮＢ２００の物理レイヤと
の間では、物理チャネルを介してデータが伝送される。
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【００５０】
　ＭＡＣレイヤは、データの優先制御、及びハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）による再送
処理などを行う。ＵＥ１００のＭＡＣレイヤとｅＮＢ２００のＭＡＣレイヤとの間では、
トランスポートチャネルを介してデータが伝送される。ｅＮＢ２００のＭＡＣレイヤは、
上下リンクのトランスポートフォーマット（トランスポートブロックサイズ、変調・符号
化方式など）、及び割り当てリソースブロックを決定するＭＡＣスケジューラを含む。
【００５１】
　ＲＬＣレイヤは、ＭＡＣレイヤ及び物理レイヤの機能を利用してデータを受信側のＲＬ
Ｃレイヤに伝送する。ＵＥ１００のＲＬＣレイヤとｅＮＢ２００のＲＬＣレイヤとの間で
は、論理チャネルを介してデータが伝送される。
【００５２】
　ＰＤＣＰレイヤは、ヘッダ圧縮・伸張、及び暗号化・復号化を行う。
【００５３】
　ＲＲＣレイヤは、制御プレーンでのみ定義される。ＵＥ１００のＲＲＣレイヤとｅＮＢ
２００のＲＲＣレイヤとの間では、各種設定のための制御信号（ＲＲＣメッセージ）が伝
送される。ＲＲＣレイヤは、無線ベアラの確立、再確立及び解放に応じて、論理チャネル
、トランスポートチャネル、及び物理チャネルを制御する。ＵＥ１００のＲＲＣとｅＮＢ
２００のＲＲＣとの間にＲＲＣ接続がある場合、ＵＥ１００は接続状態であり、そうでな
い場合、ＵＥ１００はアイドル状態である。
【００５４】
　ＲＲＣレイヤの上位に位置するＮＡＳ(Ｎｏｎ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ)レイヤ
は、セッション管理及びモビリティ管理などを行う。
【００５５】
　図４は、ＬＴＥシステムで使用される無線フレームの構成図である。ＬＴＥシステムは
、下りリンクにはＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓ
ｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、上りリンクにはＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇ
ｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａ
ｃｃｅｓｓ）がそれぞれ使用される。
【００５６】
　図４に示すように、無線フレームは、時間方向に並ぶ１０個のサブフレームで構成され
、各サブフレームは、時間方向に並ぶ２個のスロットで構成される。各サブフレームの長
さは１ｍｓであり、各スロットの長さは０．５ｍｓである。各サブフレームは、周波数方
向に複数個のリソースブロック（ＲＢ）を含み、時間方向に複数個のシンボルを含む。各
シンボルの先頭には、サイクリックプレフィックス（ＣＰ）と呼ばれるガード区間が設け
られる。リソースブロックは、周波数方向に複数個のサブキャリアを含む。１つのサブキ
ャリア及び１つのシンボルにより構成される無線リソース単位はリソースエレメント（Ｒ
Ｅ）と称される。
【００５７】
　ＵＥ１００に割り当てられる無線リソースのうち、周波数リソースはリソースブロック
により特定でき、時間リソースはサブフレーム（又はスロット）により特定できる。
【００５８】
　下りリンクにおいて、各サブフレームの先頭数シンボルの区間は、主に物理下りリンク
制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）として使用される制御領域である。また、各サブフレームの
残りの区間は、主に物理下りリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）として使用できる領域で
ある。さらに、各サブフレームには、セル固有参照信号（ＣＲＳ）が分散して配置される
。
【００５９】
　上りリンクにおいて、各サブフレームにおける周波数方向の両端部は、主に物理上りリ
ンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）として使用される制御領域である。また、各サブフレー
ムにおける周波数方向の中央部は、主に物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）とし
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て使用できる領域である。さらに、各サブフレームには、復調参照信号（ＤＭＲＳ）及び
サウンディング参照信号（ＳＲＳ）が配置される。
【００６０】
　（実施形態に係る移動通信システムの動作）
　（１）動作概要
　次に、本実施形態に係る移動通信システムの動作概要を、図５及び図６を用いて説明す
る。図５は、本実施形態に係る移動通信システムの通常の運用における動作概要を説明す
るための説明図である。図６は、本実施形態に係る移動通信システムの効率的な運用にお
ける動作概要を説明するための説明図である。
【００６１】
　図５に示すように、ｅＮＢ２００Ａは、各ｅＮＢ２００Ｂに隣接して設置されており、
Ｘ２インターフェイスを介して、各ｅＮＢ２００Ｂと接続している。ｅＮＢ２００Ａ及び
各ｅＮＢ２００Ｂのそれぞれは、自セルを管理している。ｅＮＢ２００Ｂは、ｅＮＢ２０
０Ａの隣接ｅＮＢ２００（周辺ｅＮＢ２００）に相当する。
【００６２】
　一方、移動通信システムの効率的な運用（例えば、省電力を目的とするエナジーセービ
ング）が行われる場合、ｅＮＢ２００Ｂは、ＵＥ１００との通信に関する一部の機能を停
止する動作を行う。この場合において、ｅＮＢ２００Ａは、ｅＮＢ２００Ｂの無線部２１
０及びアンテナ部２０１を利用しながら一部の機能をｅＮＢ２００Ｂに代わって行う（図
６参照）。従って、ｅＮＢ２００Ａが、ｅＮＢ２００Ｂに代わってｅＮＢ２００Ｂのセル
を管理できる。
【００６３】
　このように、ｅＮＢ２００Ｂは、エナジーセービングを行う場合において、ＲＲＨ（Ｒ
ｅｍｏｔｅ　Ｒａｄｉｏ　Ｈｅａｄ）と同様の動作が可能である。すなわち、ｅＮＢ２０
０Ｂは、擬似的なＲＲＨとして振る舞う。
【００６４】
　（２）動作パターン
　次に、移動通信システムの効率的な運用が行われる場合の動作パターンについて、図７
から図９を用いて説明する。図７は、移動通信システムの通常の運用におけるｅＮＢ２０
０Ａ及びｅＮＢ２００Ｂの動作の一例を説明するための説明図である。図８は、移動通信
システムの効率的な運用におけるｅＮＢ２００Ａ及びｅＮＢ２００Ｂの動作の一例（動作
パターン１）を説明するための説明図である。図９は、移動通信システムの効率的な運用
におけるｅＮＢ２００Ａ及びｅＮＢ２００Ｂの動作の一例（動作パターン２）を説明する
ための説明図である。
【００６５】
　図７に示すように、ｅＮＢ２００Ａは、アンテナ部２０１ａ、無線部２１０ａ、ベース
バンド部２２０ａ、バックホールＩ／Ｆ２３０ａ及び制御部２４０ａを備える。同様に、
ｅＮＢ２００Ｂは、アンテナ部２０１ｂ、無線部２１０ｂ、ベースバンド部２２０ｂ、バ
ックホールＩ／Ｆ２３０ｂ及び制御部２４０ｂを備える。また、バックホールＩ／Ｆ２３
０ａとバックホールＩ／Ｆ２３０ｂとは、Ｘ２インターフェイスを介して接続されている
。Ｘ２インターフェイスは、光ファイバ（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｆｉｂｅｒ）によって構成さ
れる。
【００６６】
　移動通信システムの通常の運用において、ｅＮＢ２００Ａでは、制御部２４０ａは、ｅ
ＮＢ２００Ａのセル内に位置するＵＥ１００との通信のためにベースバンド部２２０ａに
信号を出力する。ベースバンド部２２０ａは、入力された信号に処理を行い、無線部２１
０ａに当該信号を出力する。無線部２１０ａは、入力された信号に処理を行い、アンテナ
部２０１ａからＵＥ１００に当該信号を送信する。また、無線部２１０ａは、アンテナ部
２０１ａが受信したＵＥ１００からの信号に処理を行い、ベースバンド部２２０ａに当該
信号を出力する。ベースバンド部２２０ａは、入力された信号に処理を行い、制御部２４
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０ａに当該信号を出力する。
【００６７】
　ｅＮＢ２００Ｂにおいても、ｅＮＢ２００Ａと同様に、信号の送受信が行われる。
【００６８】
　次に、移動通信システムの効率的な運用におけるｅＮＢ２００Ａ及びｅＮＢ２００Ｂの
動作の一例を説明する。ｅＮＢ２００Ａ及びｅＮＢ２００Ｂは、以下の動作パターンを実
行できる。
【００６９】
　動作パターン１（図８参照）では、ｅＮＢ２００Ｂにおいて停止する一部の機能は、ベ
ースバンド部２２０ｂの機能及びＵＥ１００との通信に関する制御部２４０ｂの機能であ
る。ｅＮＢ２００Ａは、ｅＮＢ２００Ｂの代わりに、ベースバンド部２２０ｂの機能及び
制御部２４０ｂの当該機能を行う。
【００７０】
　本実施形態において、ｅＮＢ２００ＡとｅＮＢ２００Ｂとは、光ファイバによって構成
されるＸｘインターフェイスを介して接続されている。
【００７１】
　ｅＮＢ２００Ｂが一部の機能として、ベースバンド部２２０ｂの機能及び制御部２４０
ｂの当該機能を停止する場合、ｅＮＢ２００Ａでは、制御部２４０ａは、ｅＮＢ２００Ｂ
のセル内に位置するＵＥ１００との通信のための信号をベースバンド部２２０ａに出力す
る。ベースバンド部２２０は、入力された信号に処理を行い、無線部２１０ａではなく、
バックホールＩ／Ｆ２３０ａに出力する。バックホールＩ／Ｆ２３０ａは、Ｘｘインター
フェイスを介して、ｅＮＢ２００Ｂに送信する。ｅＮＢ２００Ｂでは、バックホールＩ／
Ｆ２３０ｂは、Ｘｘインターフェイスを介して、ｅＮＢ２００Ａからの信号を受信し、当
該信号を無線部２１０ｂに出力する。無線部２１０ｂは、入力された信号に処理を行い、
アンテナ部２０１ｂからＵＥ１００に当該信号を送信する。
【００７２】
　また、ｅＮＢ２００Ｂでは、無線部２１０ｂは、アンテナ部２０１ｂが受信したＵＥ１
００からの信号に処理を行い、バックホールＩ／Ｆ２３０ｂに出力する。バックホールＩ
／Ｆ２３０ｂは、Ｘｘインターフェイスを介して、ｅＮＢ２００Ａに送信する。ｅＮＢ２
００Ａでは、バックホールＩ／Ｆ２３０ａは、Ｘｘインターフェイスを介して、ｅＮＢ２
００Ｂからの信号を受信し、当該信号を制御部２４０ａに出力する。制御部２４０ａは、
入力された信号に応じて、ＵＥ１００を制御するための処理を行う。
【００７３】
　このようにして、ｅＮＢ２００Ａは、ｅＮＢ２００Ｂのセル内に位置するＵＥ１００と
の通信を制御する。
【００７４】
　次に、動作パターン２（図９参照）を説明する。動作パターン２では、ｅＮＢ２００Ｂ
において停止する一部の機能は、制御プレーンにおける処理、具体的には、ＵＥ１００と
の通信に関するＲＲＣレイヤにおける機能（ＲＲＣ機能）及びＵＥ１００との通信に関す
るＰＤＣＰレイヤにおける機能（ＰＤＣＰ機能）である。具体的には、ＲＲＣ機能は、ｅ
ＮＢ２００Ｂと接続するＵＥ１００との通信を制御する機能であり、ＰＤＣＰ機能は、ヘ
ッダ圧縮・伸張、及び暗号化・復号化を行う機能である。ｅＮＢ２００Ａは、ｅＮＢ２０
０Ｂの代わりに、ＲＲＣ機能及びＰＤＣＰ機能を行う。
【００７５】
　一方、ｅＮＢ２００Ｂの制御部２４０ｂは、ユーザプレーンにおける処理、具体的には
、ＲＬＣレイヤにおける機能（ＲＬＣ機能）及びＭＡＣレイヤにおける機能（ＭＡＣ機能
）を停止せずに、実行する。ＲＬＣ機能は、再送処理（ＡＲＱ：Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒ
ｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を行う機能である。ＭＡＣ機能は、無線リソースのスケジ
ューリング及び再送処理（ＨＡＲＱ：Ｈｙｂｒｉｄ　ＡＲＱ）を行う機能である。
【００７６】
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　本実施形態において、ｅＮＢ２００ＡとｅＮＢ２００Ｂとは、光ファイバ以外の信号線
によって構成されるＸｙインターフェイスを介して、接続されている。
【００７７】
　ｅＮＢ２００Ｂが、一部の機能として、ＲＲＣ機能及びＰＤＣＰ機能を停止する場合、
ｅＮＢ２００Ｂにおいて、制御部２４０ｂは、ＵＥ１００からＲＲＣ機能及びＰＤＣＰ機
能が行う処理に関する信号を受信した場合、Ｘｙインターフェイスを介して、ｅＮＢ２０
０Ａに当該信号を出力する。ｅＮＢ２００Ａにおいて、制御部２４０ａは、ｅＮＢ２００
Ｂからの当該信号に応じて、ＲＲＣ機能及びＰＤＣＰ機能が行う処理を行う。また、ｅＮ
Ｂ２００Ａにおいて、制御部２４０ａは、ＲＲＣ機能及びＰＤＣＰ機能によって処理が行
われた信号を、Ｘｙインターフェイスを介してｅＮＢ２００Ｂに送信する。ｅＮＢ２００
Ｂにおいて、制御部２４０ｂは、ｅＮＢ２００Ａからの当該信号を、ベースバンド部２２
０ｂ及び無線部２１０ｂを介して、アンテナ部２０１ａからＵＥ１００に信号を送信する
。
【００７８】
　一方、ｅＮＢ２００Ｂにおいて、制御部２４０ｂは、ＵＥ１００からＲＬＣ機能及びＭ
ＡＣ機能が行う処理に関する信号を受信した場合、ｅＮＢ２００Ａに当該信号を送信せず
に、制御部２４０ｂ自身で、当該信号に応じた処理を行う。
【００７９】
　なお、ｅＮＢ２００Ａ（又はｅＮＢ２００Ｂ）は、エナジーセービングが行われる場合
において、ｅＮＢ２００ＡとｅＮＢ２００Ｂとを接続するインターフェイスが光ファイバ
以外の信号線である場合に、動作パターン２を行うと判断してもよい。
【００８０】
　（３）動作シーケンス
　次に、移動通信システムの通常の運用から効率的な運用へ切り替える場合におけるｅＮ
Ｂ２００Ａ及びｅＮＢ２００Ｂの動作シーケンスを図１０及び図１１を用いて説明する。
【００８１】
　図１０は、本実施形態に係る移動通信システムの効率的な運用に切り替える場合の動作
シーケンス１を説明するための説明図である。図１１は、本実施形態に係る移動通信シス
テムの効率的な運用に切り替える場合の動作シーケンス２を説明するための説明図である
。
【００８２】
　まず、図１０を用いて、動作シーケンス１を説明する。ｅＮＢ２００Ａは、キャリアＦ
１に対応するセルａ１及びキャリアＦ２に対応するセルａ２を管理している。同様に、ｅ
ＮＢ２００Ｂは、キャリアＦ１に対応するセルｂ１及びキャリアＦ２に対応するセルｂ２
を管理している。すなわち、キャリアＦ１は、セルａ１及びセルｂ１の運用に用いられ、
キャリアＦ２は、セルａ２及びセルｂ２の運用に用いられる。
【００８３】
　図１０に示すように、ステップＳ１１０において、ｅＮＢ２００Ａ（又はｅＮＢ２００
Ｂ）は、ｅＮＢ２００Ｂのエナジーセービングを行うか否かを判断する。具体的には、ｅ
ＮＢ２００Ａ（又はｅＮＢ２００Ｂ）は、以下の第１から第３の判断方法の何れかに従っ
て、ｅＮＢ２００Ｂのエナジーセービングを行うか否かを判断できる。
【００８４】
　第１の判断方法として、ｅＮＢ２００Ａは、ｅＮＢ２００Ａ及び／又はｅＮＢ２００Ｂ
におけるトラフィック状況（接続ＵＥ数、送受信データ量、又は無線リソース使用率など
）の時間変動に基づいて、ｅＮＢ２００Ｂのエナジーセービングを行うか否かを判断する
。例えば送受信データ量などの少ない時間帯においてｅＮＢ２００Ｂのエナジーセービン
グを行うと判断する。
【００８５】
　第２の判断方法として、ｅＮＢ２００Ａは、ＯＡＭ（Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｍ
ａｉｎｔｅｎａｎｃｅ）からの指示（エナジーセービングＯＮ／ＯＦＦコマンド）に基づ
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いて、ｅＮＢ２００Ｂのエナジーセービングを行うか否かを判断する。
【００８６】
　第３の判断方法として、ｅＮＢ２００Ａは、ｅＮＢ２００Ａの電源供給状況、又はｅＮ
Ｂ２００Ｂの電源供給状況に基づいて、エナジーセービングを行うか否かを判断する。ｅ
ＮＢ２００Ｂの電源供給状況をｅＮＢ２００Ａに通知すれば、ｅＮＢ２００ＡがｅＮＢ２
００Ｂの電源供給状況を把握できる。例えば、ｅＮＢ２００Ａは、ｅＮＢ２００Ｂの電源
供給が遮断された場合(バッテリ駆動となった場合)、ｅＮＢ２００Ｂのバッテリ残量が規
定値を下回った場合、又はｅＮＢ２００Ｂの自家発電電力(ソーラー等)の出力電力が規定
値を下回った場合などにおいて、ｅＮＢ２００Ｂのエナジーセービングを行うと判断する
。
【００８７】
　本実施形態において、ｅＮＢ２００Ａが、ｅＮＢ２００Ｂのエナジーセービングを行う
と判断する。ｅＮＢ２００Ａは、ｅＮＢ２００Ｂに対して、エナジーセービングを行うた
めの要求を送信する。ｅＮＢ２００Ｂは、当該要求を受信する。当該要求は、ｅＮＢ２０
０Ａが、ｅＮＢ２００Ｂに代わって、キャリアＦ１に対応するセルｂ１の管理を行う旨を
示す情報を含む。
【００８８】
　ステップＳ１２０において、ｅＮＢ２００Ｂは、ｅＮＢ２００Ａからの要求の受信に応
じて、キャリアＦ１に対応するセルｂ１の管理を停止すると決定する。その後、ｅＮＢ２
００Ｂは、セルｂ１に対応するキャリアＦ１を用いて通信を行うＵＥ１００が、セルｂ１
からセルｂ２へとハンドオーバ（第１の切り替え）を行うための制御を行う。この第１の
切り替えにより、キャリアＦ１を用いて通信を行うＵＥ１００がキャリアＦ２を用いて通
信を開始する。
【００８９】
　ｅＮＢ２００Ｂは、セルｂ１内に位置するアイドル状態のＵＥ１００をセルｂ２内に移
動させるために、セルｂ１の管理を停止する旨及び／又はセルｂ２（のみ）を管理する旨
を示す情報を含むシステム情報ブロック（ＳＩＢ）をブロードキャストしてもよい。
【００９０】
　ステップＳ１３０において、ｅＮＢ２００Ｂは、セルｂ１の管理を停止する。ｅＮＢ２
００Ｂは、ステップＳ１１０の要求に対する応答として、セルｂ１の管理を停止した旨を
ｅＮＢ２００Ａに送信する。
【００９１】
　ステップＳ１４０において、ｅＮＢ２００Ａは、ｅＮＢ２００Ｂの無線部２１０ｂ及び
アンテナ部２０１ｂを利用しながら、ｅＮＢ２００Ｂに代わって、キャリアＦ１に対応す
るセルｂ１の管理を開始する。ｅＮＢ２００Ａは、セルｂ１の管理を開始した旨をｅＮＢ
２００Ｂに送信する。ｅＮＢ２００Ｂは、セルｂ１の管理を開始した旨を受信する。
【００９２】
　ステップＳ１５０において、ｅＮＢ２００Ｂは、ｅＮＢ２００Ａからの受信に応じて、
セルｂ２に対応するキャリアＦ２を用いて通信を行うＵＥ１００が、セルｂ２からセルｂ
１へとハンドオーバ（第２の切り替え）を行うための制御を行う。ｅＮＢ２００Ｂは、ｅ
ＮＢ２００Ａに対して、ハンドオーバ要求を行う。ｅＮＢ２００Ｂは、ｅＮＢ２００Ａか
らのハンドオーバ要求応答に応じて、ＵＥ１００に対して、セルｂ２からセルｂ１へとハ
ンドオーバを行わせる。この第２の切り替えにより、キャリアＦ２を用いて通信を行うＵ
Ｅ１００がキャリアＦ１を用いて通信を開始する。
【００９３】
　また、ｅＮＢ２００Ａは、自局のエナジーセービングを行うことが可能と判断した場合
、セルａ２に対応するキャリアＦ２を用いて通信を行うＵＥ１００が、セルａ２からセル
ａ１へとハンドオーバを行うための制御を行う。このハンドオーバにより、キャリアＦ２
を用いて通信を行うＵＥ１００がキャリアＦ１を用いて通信を開始する。
【００９４】
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　ステップＳ１６０において、ｅＮＢ２００Ｂは、セルｂ２の管理を停止する。ｅＮＢ２
００Ｂは、セルｂ２の管理を停止した旨をｅＮＢ２００Ａに送信する。
【００９５】
　また、ｅＮＢ２００Ａは、セルａ２の管理を停止する。これにより、ｅＮＢ２００Ａは
、キャリアＦ１に対応するセルａ１及びセルｂ１のみを管理することができる。
【００９６】
　次に、図１１を用いて、動作シーケンス２を説明する。動作シーケンス１と異なる部分
を中心に説明し、同様の部分は、説明を適宜省略する。
【００９７】
　動作シーケンス１では、キャリアＦ１に対応するセルｂ１の管理を停止した後に、キャ
リアＦ２に対応するセルｂ２の管理を停止したが、動作シーケンス２では、セルｂ２の管
理を停止した後に、セルｂ１の管理を停止する。
【００９８】
　ステップＳ２１０は、ステップＳ１１０に対応する。
【００９９】
　ステップＳ２２０において、ｅＮＢ２００Ｂは、ｅＮＢ２００Ａからの要求の受信に応
じて、キャリアＦ２に対応するセルｂ２の管理を停止すると決定する。ｅＮＢ２００Ｂは
、セルｂ２に対応するキャリアＦ２を用いて通信を行うＵＥ１００が、セルｂ２からセル
ｂ１へとハンドオーバ（第１の切り替え）を行うための制御を行う。
【０１００】
　ステップＳ２３０において、ｅＮＢ２００Ｂは、セルｂ２の管理を停止する。ｅＮＢ２
００Ｂは、ステップＳ２１０におけるエナジーセービングの要求に対する応答として、セ
ルｂ２の管理を停止した旨をｅＮＢ２００Ａに送信する。
【０１０１】
　ステップＳ２４０において、ステップＳ１４０と同様に、ｅＮＢ２００Ａは、ｅＮＢ２
００Ｂの無線部２１０ｂ及びアンテナ部２０１ｂを利用しながら、キャリアＦ２に対応す
るセルｂ２の管理を開始する。ｅＮＢ２００Ａは、セルｂ２の管理を開始した旨をｅＮＢ
２００Ｂに送信する。
【０１０２】
　ステップＳ２５０において、ｅＮＢ２００Ｂは、ｅＮＢ２００Ａからのセルｂ２の管理
を開始した旨の受信に応じて、セルｂ１に対応するキャリアＦ１を用いて通信を行うＵＥ
１００が、セルｂ１からセルｂ２へとハンドオーバ（第２の切り替え）を行うための制御
を行う。
【０１０３】
　ステップＳ２６０において、ｅＮＢ２００Ｂは、セルｂ１の管理を停止する。
【０１０４】
　なお、動作シーケンス２において、動作シーケンス１と同様にして、ｅＮＢ２００Ａは
、セルａ１の管理を停止してもよい。
【０１０５】
　（動作シーケンスの変更例）
　次に、動作シーケンスの変更例を、図１２を用いて説明する。図１２は、本実施形態に
係る移動通信システムの効率的な運用に切り替える場合の動作シーケンスの変更例を説明
するための説明図である。
【０１０６】
　上述の動作シーケンスでは、ｅＮＢ２００Ｂが、キャリアＦ１とキャリアＦ２を用いて
、ＵＥ１００と通信を行っていた。本変更例では、ｅＮＢ２００Ａが、１つのキャリアを
用いる場合に、移動通信システムの効率的な運用に切り替えるケースを説明する。
【０１０７】
　図１２に示すように、ｅＮＢ２００Ａは、ｅＮＢ２００Ａ及びｅＮＢ２００Ｂが利用可
能な所定の周波数帯域における無線リソースを時間方向又は周波数方向に分割する。ｅＮ
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Ｂ２００Ａは、時間方向及び周波数方向に無線リソースを分割してもよい。
【０１０８】
　次に、ｅＮＢ２００Ａは、分割した無線リソースのうち、ｅＮＢ２００Ａが使用可能な
無線リソース及びｅＮＢ２００Ｂが使用可能な無線リソースを決定する。ｅＮＢ２００Ａ
は、ｅＮＢ２００Ａが使用可能な無線リソース及びｅＮＢ２００Ｂが使用可能な無線リソ
ースが互いに重複しないようにする。
【０１０９】
　ｅＮＢ２００Ａは、ｅＮＢ２００Ｂが使用可能な無線リソース（又はｅＮＢ２００Ａが
使用可能な無線リソース）をｅＮＢ２００Ｂに通知する。
【０１１０】
　ｅＮＢ２００Ｂは、ｅＮＢ２００Ａが使用可能な無線リソースを自セル内に位置するＵ
Ｅ１００へ割り当てないようにし、ｅＮＢ２００Ａが使用可能な無線リソースの管理を停
止する。
【０１１１】
　ｅＮＢ２００Ａは、ｅＮＢ２００Ｂの無線部２１０ｂ及びアンテナ部２０１ｂを利用し
ながら、ｅＮＢ２００Ｂに代わって、ｅＮＢ２００Ａが使用可能な無線リソースの管理を
開始する。
【０１１２】
　ｅＮＢ２００Ｂは、ｅＮＢ２００Ｂが使用可能な無線リソースを用いて通信を行うＵＥ
１００が、ｅＮＢ２００Ａが使用可能な無線リソースを用いて通信を行うように制御する
。
【０１１３】
　ｅＮＢ２００Ｂは、自セル内に位置するＵＥ１００が、ｅＮＢ２００Ａが使用可能な無
線リソースを用いて通信を開始した後、ｅＮＢ２００Ｂが使用可能な無線リソースの管理
を停止する。ｅＮＢ２００Ｂは、ｅＮＢ２００Ａに無線リソースの管理を停止した旨を示
す情報を送信してもよい。
【０１１４】
　その後、ｅＮＢ２００Ａは、ｅＮＢ２００Ｂの無線部２１０ｂ及びアンテナ部２０１ｂ
を利用しながら、ｅＮＢ２００Ｂに代わって、ｅＮＢ２００Ｂが使用可能であった無線リ
ソースを管理してもよい。
【０１１５】
　（実施形態のまとめ）
　本実施形態において、ｅＮＢ２００ＢがＵＥ１００との通信に関する一部の機能を停止
する動作を行う場合において、ｅＮＢ２００Ａの制御部２４０ａは、ｅＮＢ２００Ｂの無
線部２１０ｂ及びアンテナ部２０１ｂを利用しながら、一部の機能をｅＮＢ２００Ｂに代
わってｅＮＢ２００Ａで行うように制御する。また、ｅＮＢ２００Ｂの制御部２４０ｂは
、ｅＮＢ２００Ａが無線部２１０ｂ及びアンテナ部２０１ｂを利用しながら、一部の機能
をｅＮＢ２００Ｂに代わって行う場合に、一部の機能を停止する。これにより、省電力化
を図るためにｅＮＢ２００Ｂが一部の機能を停止した場合であっても、ｅＮＢ２００Ａが
停止したｅＮＢ２００Ｂの機能を補うことができる。従って、ネットワーク全体の通信品
質の低下を抑制しつつ、基地局の省電力化を実現できる。
【０１１６】
　また、本実施形態において、ｅＮＢ２００Ｂが停止する一部の機能であり、且つ、ｅＮ
Ｂ２００Ａの制御部２４０ａがｅＮＢ２００Ｂに代わって制御する一部の機能は、ベース
バンド部２２０ｂの機能及びＵＥ１００との通信に関する制御部２４０ｂの機能である。
これにより、ｅＮＢ２００Ｂは、これらの機能の処理に使用していた電力の分だけ、省電
力化を図ることができる。
【０１１７】
　また、本実施形態において、ｅＮＢ２００Ｂが停止する一部の機能であり、且つ、ｅＮ
Ｂ２００Ａの制御部２４０ａがｅＮＢ２００Ｂに代わって制御する一部の機能は、ＵＥ１
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００との通信を制御するＲＲＣ機能である。これにより、この機能の処理に使用していた
電力の分だけ、省電力化を図ることができる。
【０１１８】
　また、本実施形態において、ｅＮＢ２００Ａが停止をせずに行う機能は、再送処理を行
うＲＬＣ機能及び無線リソースのスケジューリングと再送処理とを行うＭＡＣ機能である
。これにより、バックホールの遅延による影響を受けずに、再送制御及びスケジューリン
グを行うことができるため、通信品質の低下をさらに抑制できる。
【０１１９】
　また、本実施形態において、ｅＮＢ２００Ｂは、キャリアＦ１に対応するセルｂ１及び
キャリアＦ２に対応するセルｂ２を管理している。ｅＮＢ２００Ｂは、キャリアＦ１を使
用して通信を行うＵＥ１００が、キャリアＦ２を使用して通信を行うための切り替えであ
るセルｂ１からセルｂ２へのハンドオーバ手続を行う。また、ｅＮＢ２００Ｂは、切り替
えを行った後にキャリアＦ１に対応するセルｂ１の管理を停止する。ｅＮＢ２００Ａの制
御部２４０ａは、ｅＮＢ２００Ｂの無線部２１０ｂ及びアンテナ部２０１ｂを利用しなが
ら、キャリアＦ１に対応するセルｂ１の管理をｅＮＢ２００Ｂに代わって、ｅＮＢ２００
Ａで行うように制御する。また、本実施形態において、ｅＮＢ２００Ｂの制御部２４０ｂ
は、セルｂ１及びセルｂ２を管理する。制御部２４０ｂは、キャリアＦ１を使用して通信
を行うＵＥ１００が、キャリアＦ２を使用して通信を行うための切り替えであるセルｂ１
からセルｂ２へのハンドオーバ手続を制御する。制御部２４０ｂは、切り替えを行った後
にセルｂ１の管理を停止する。これにより、ｅＮＢ２００Ｂがセルｂ１の管理を停止して
も、セルｂ１に接続するＵＥ１００が通信不能にならずに、シームレスな通信を実現でき
る。
【０１２０】
　また、本実施形態において、ｅＮＢ２００Ａの制御部２４０ａは、セルｂ２に対応する
キャリアＦ２を使用して通信を行うＵＥ１００が、ｅＮＢ２００Ｂに代わってｅＮＢ２０
０Ａが管理するセルｂ１に対応するキャリアＦ１を使用して通信を行うための切り替えで
あるセルｂ２からセルｂ１へのハンドオーバ手続を制御する。ｅＮＢ２００Ｂは、当該切
り替えを行った後にセルｂ２の管理を停止する。また、本実施形態において、ｅＮＢ２０
０Ａは、セルｂ１からセルｂ２へのハンドオーバ手続を行った後に、セルｂ１の管理を無
線部２１０ｂ及びアンテナ部２０１ｂを利用しながら、ｅＮＢ２００Ｂに代わって、ｅＮ
Ｂ２００Ａで行うように制御する。ｅＮＢ２００Ｂの制御部は、キャリアＦ２を使用して
通信を行うＵＥ１００が、ｅＮＢ２００Ｂに代わってｅＮＢ２００Ａが管理するセルｂ１
に対応するキャリアＦ１を使用して通信を行うための切り替えであるセルｂ２からセルｂ
１へのハンドオーバ手続を制御する。ｅＮＢ２００Ｂの制御部２４０ｂは、当該切り替え
を行った後に、セルｂ２の管理を停止する。これにより、ｅＮＢ２００Ｂがセルｂ２の管
理を停止しても、セルｂ２に接続するＵＥ１００が通信不能にならずに、シームレスな通
信を実現できる。
【０１２１】
　また、本実施形態において、ｅＮＢ２００Ｂが管理する無線リソースは、ｅＮＢ２００
Ａ及びｅＮＢ２００Ｂが利用可能な所定の周波数帯域における無線リソースである。当該
無線リソースは互いに重複しないように、時間方向及び／又は周波数方向に分割される。
これにより、ｅＮＢ２００Ｂが１つのセルを管理している場合において、セルの管理を停
止する場合であっても、当該セルに接続するＵＥ１００が通信不能にならずに、シームレ
スな通信を実現できる。
【０１２２】
　［その他実施形態］
　上記のように、本発明は実施形態によって記載したが、この開示の一部をなす論述及び
図面はこの発明を限定するものであると理解すべきではない。この開示から当業者には様
々な代替実施形態、実施例及び運用技術が明らかとなる。
【０１２３】
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　例えば、上述した実施形態では、ｅＮＢ２００Ａ及びｅＮＢ２００Ａに隣接するｅＮＢ
２００Ｂとの動作を説明したが、これに限られない。例えば、ＭｅＮＢ２００と、ＭｅＮ
Ｂ２００が管理する大セル内に設置された、大セルよりも小さいセルを管理するＰｅＮＢ
２００との動作であってもよい。この場合、ｅＮＢ２００ＡがＭｅＮＢ２００に対応し、
ｅＮＢ２００ＢがＰｅＮＢ２００に対応する。
【０１２４】
　また、上述した実施形態において、移動通信システムの通常の運用と移動通信システム
の効率的な運用を時間帯によって、切り替えてもよい。図１３に示すように、多くのＵＥ
１００が通信を行う時間帯（例えば、４：００～２２：００）では、通常の運用が行われ
、少ないＵＥ１００が通信を行う時間帯（例えば、０：００～４：００、２２：００～２
４：００）では、効率的な運用が行われてもよい。
【０１２５】
　上述した実施形態において、ｅＮＢ２００Ａは、隣接して設置されたｅＮＢ２００を制
御していたが、これに限られない。ｅＮＢ２００Ａは、Ｘ２インターフェイスとＸｘイン
ターフェイス（又はＸｙインターフェイス）とを介して通信可能なｅＮＢ２００を制御し
てもよい。
【０１２６】
　また、上述した実施形態では、本発明をＬＴＥシステムに適用する一例を説明したが、
ＬＴＥシステムに限定されるものではなく、ＬＴＥシステム以外のシステムに本発明を適
用してもよい。
【０１２７】
　なお、日本国特許出願第２０１３－１６７０７４号（２０１３年８月９日出願）の全内
容が、参照により、本願明細書に組み込まれている。
【産業上の利用可能性】
【０１２８】
　以上のように、本発明に係る基地局は、ネットワーク全体の通信品質の低下を抑制しつ
つ基地局の省電力化を実現できるため、移動通信分野において有用である。
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